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森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
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令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
八
号

　
　
　
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

森
林
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
三
号
」
に
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る
。

　

第
四
条
の
二
第
一
項
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「
知
事
」
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「
遅
滞
な
く
知
事
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に
改
め
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。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
現
況
写
真
」
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災
施
設
の
概
要
写
真
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告
時
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降
に
施
行
し
た
埋
設
工

作
物
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施
行
状
況
写
真
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
七
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「，

」
を
「、

」
に
、

「

譲
受

人
住　
所

氏　
名

を

譲
渡
の
理
由

」

「

譲
受

人
住　
所

氏　
名

に
改

譲
渡
す
る
土
地
の
地
番

譲
渡
の
理
由

」

め
る
。

　

様
式
第
九
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
号
中
「住

所
等

」
を
「住

所

（代
表
者

）等

」
に
、「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
一
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、「示

す
書
類

」
の
次
に
「又

は
そ
の
写
し

」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
十
二
号
中
「，

」
を
「、

」
に
、「森

林
法
施
行
規
則
第
８
条
第
１
項

」
を
「森

林
法
施
行
細
則
第
４
条
の

２
第
１
項

」
に
、「施

工
状
況
写
真
を
示
し
た
写
真

」
を
「施

行
状
況
を
示
し
た
写
真

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
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三
号
中
「，
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を
「、
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に
改
め
る
。
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様
式
第
十
五
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、「現

況
写
真

」
の
次
に
「、

防
災
施
設
の
概
要
写
真
及
び
前
回
報
告

時
以
降
に
施
行
し
た
埋
設
工
作
物
の
施
行
状
況
写
真

」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
十
六
号
か
ら
様
式
第
二
十
三
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
七
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
十
七
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
八
号

　

昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
十
八
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五

年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

栗
原
市
花
山
本
沢
御
堂
地
内
国
道
三
百
九
十
八
号
と
市
道
御
堂
小
手
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
進
し
森
林
基
幹
道
花
山
文
字
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
森
林
基
幹
道
を
北
進
し
砥
沢
川
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
進
し
旧
花
山
村
と
旧
栗
駒
町
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

を
東
進
及
び
南
東
進
し
旧
花
山
村
と
旧
鶯
沢
町
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
土
ヶ
森
登
山
道
（
中
央

コ
ー
ス
）
を
南
進
し
林
道
大
土
ヶ
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
市
道
細
倉
大
土
森
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
県
道
文
字
下
細
倉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西

進
し
国
道
四
百
五
十
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
市
道
川
北
合
同
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
及
び
西
に
進
み
国
道
三
百
九
十
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国

道
を
南
進
し
県
道
岩
入
一
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
林
道
赤
坂
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
北
及
び
北
西
に
進
み
林
道
荒
谷
滝
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
市

道
滝
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
追
分
大
笹
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
及
び
北
東
に
進
み
市
道
山
下
角
間
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
東
北
電
力
株
式

会
社
送
電
線
花
山
支
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
線
で
起
点
を
結
ぶ
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
九
号

　

昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
千
五
十
二
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年

十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

朝
日
山
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

岩
沼
市
栄
町
地
内
岩
沼
市
道
朝
日
線
と
市
道
朝
日
栄
町
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
朝
日
栄
町
線

を
西
進
し
市
道
栄
町
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
市
道
土
ヶ
崎
朝
日
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
土
ヶ
崎
六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
及
び
西
に
進
み

市
道
土
ヶ
崎
線
一
号
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
及
び
南
に
進
み
市
道
武
隈
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
土
ヶ
崎
二
十
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
市
道
土
ヶ
崎
二

十
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
松
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

南
西
進
し
市
道
松
崎
北
長
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
県
道
仙
台
岩
沼
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
市
道
竹
の
里
十
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
雷
土
用

水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
用
水
路
を
北
東
進
し
市
道
朝
日
竹
の
里
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

三
本
木
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

大
崎
市
三
本
木
鹿
野
沢
地
内
市
道
大
豆
坂
線
と
県
道
中
新
田
三
本
木
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
東
進
し
県
道
涌
谷
三
本
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
市
道
三
盛
野
山
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
市
道
多
高
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
及
び
北
進
し
市

道
新
町
十
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
県
道
仙
台
三
本
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
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ら
同
県
道
を
北
進
し
市
道
大
豆
坂
地
蔵
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
大
豆
坂
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

松
山
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

大
崎
市
松
山
千
石
字
松
山
地
内
市
道
広
岡
文
化
丁
線
と
県
道
大
迫
松
山
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
南
進
し
市
道
絹
掛
入
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
林
道
上
野
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
進
し
市
道
上
野
前
田
沢
南
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
市

道
上
野
極
楽
橋
線
に
接
続
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
市
道
上
野
西
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
広
岡
文
化
丁
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
号

　

昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
千
百
四
十
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年

十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

大
崎
市
古
川
清
水
沢
字
田
中
地
内
県
道
古
川
一
迫
線
と
市
道
大
境
堀
場
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
西
進
し
市
道
古
林
山
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
荒
谷
真
山
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
長
泥
沼
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
及
び
南

に
進
み
県
道
古
川
一
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
一
号

　

昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年
十

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

気
仙
沼
市
本
吉
町
中
島
地
内
旧
国
道
四
十
五
号
と
中
島
海
岸
防
潮
堤
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
六
十
メ
ー

ト
ル
北
進
し
、
同
所
か
ら
北
東
進
方
向
の
小
泉
海
水
浴
場
駐
車
場
の
南
側
の
中
島
海
岸
防
潮
堤
の
天
端
の
三
差
路
地

点
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
海
岸
側
の
堤
防
道
路
を
北
東
進
し
同
堤
防
道
路
の
末
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線

に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
南
進
し
、
下
宿
地
内
の
中
島
海
岸
堤
防
の
浦
方
面
に
至
り
、
同
所
か
ら
堤
防
沿
い
に

北
西
及
び
西
進
し
水
路
に
至
り
、
同
水
路
を
北
西
進
し
国
道
四
十
五
号
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
百
五
十
メ
ー
ト

ル
北
西
進
し
、
同
地
点
か
ら
起
点
ま
で
を
直
線
で
結
ぶ
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
十
四
号
（
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年

十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　
　

１　

名
称

　
　
　

手
樽
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　

２　

区
域

　
　

�　

宮
城
郡
松
島
町
手
樽
地
内
県
道
奥
松
島
線
と
町
道
三
浦
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
進

し
、
株
式
会
社
東
日
本
旅
客
鉄
道
会
社
仙
石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
仙
石
線
を
北
西
進
及
び
西
進
し
、

県
道
奥
松
島
線
に
至
る
公
衆
用
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
、
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま

れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　

１　

名
称

　
　
　

一
迫
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）
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２　

区
域

　
　

�　

栗
原
市
一
迫
金
田
地
内
県
道
花
山
一
迫
線
と
市
道
六
角
細
倉
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
東
進
し
市
道
法
師
渕
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
一
迫
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
左
岸
を
南
東
進
し
市
道
一
本
松
川
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
道
川

内
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
及
び
南
に
進
み
県
道
花
山
一
迫
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
進
し
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

四
　

１　

名
称

　
　
　

面
瀬
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　

２　

区
域

　
　

�　

気
仙
沼
市
松
崎
尾
崎
地
内
県
道
気
仙
沼
唐
桑
線
と
面
瀬
川
沿
い
の
旧
市
道
面
瀬
川
線
跡
地
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
南
進
し
国
道
四
十
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
市
道
台
ノ

沢
長
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
市
道
田
中
赤
貝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
北
西
進
し
市
道
面
瀬
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
地
生
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
鶴
巻
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市

道
面
瀬
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
及
び
北
東
に
進
み
基
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
三
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
十
六
号
（
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五

年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
一
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良

事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
行
っ
た
地
区
の
名
称

　
　

鹿
又
地
区

二　

処
分
の
年
月
日

　
　

令
和
五
年
十
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
川
北
２
期
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所
及
び
登
米
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
野
々
浜
字
大
道
一
三
六
の
二

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
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魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
七
号

　

白
石
市
か
ら
仙
南
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
公
園

　

２　

名
称

　
　
　

五
・
四
・
三
号　

防
災
公
園
し
ろ
い
し

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
八
号

　

白
石
市
か
ら
仙
南
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
南
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称

　
　
　

白
石
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
特
権
ア
ク
セ
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
五
年
十
月
十
六
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一
丁

目
二
番
二
十
号

五　

落
札
金
額　

三
千
二
百
八
十
一
万
二
千
五
百
六
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
五
年
九
月
一
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
三
号

　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

佐　
　

藤　
　

靖　
　

彦　
　
　

　
　
　
宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
教
育
庁
本
庁
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
項
中
「
除
き
」
の
下
に
「
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
作
成
し
、
又
は
取
得
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
」
を
加

え
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
の
文
書
」
を
「
に
文
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
文
書
、
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
及
び
電
子
計
算
機
の

入
出
力
装
置
で
受
信
し
た
文
書
」
を
「
電
磁
的
記
録
で
受
信
し
、
又
は
送
達
さ
れ
た
文
書
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
情
報
及
び
電
子
計
算
機
の
入
出
力
装
置
で
受
信
し
た
文
書
情
報
」

を
「
電
磁
的
記
録
で
受
信
し
、
又
は
送
達
さ
れ
た
文
書
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
受
信
し
た
」
を
「
受
信
し
、

又
は
送
達
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

一
の
文
書
を
書
面
及
び
電
磁
的
記
録
の
双
方
で
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
総
合
文
書
シ
ス
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テ
ム
に
よ
り
回
議
し
た
と
き
は
、
同
電
磁
的
記
録
を
正
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
四
号

　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

佐　
　

藤　
　

靖　
　

彦　
　
　

　
　
　
地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
項
中
「
除
き
」
の
下
に
「
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
作
成
し
、
又
は
取
得
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
」
を
加

え
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
文
書
、
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
及
び
電
子
計
算
機
の

入
出
力
装
置
で
受
信
し
た
文
書
」
を
「
電
磁
的
記
録
で
受
信
し
、
又
は
送
達
さ
れ
た
文
書
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
情
報
及
び
電
子
計
算
機
の
入
出
力
装
置
で
受
信
し
た
」
を
「
電
磁

的
記
録
で
受
信
し
、
又
は
送
達
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
規
定
に
よ
り
受
信
し
た
」
を
「
規
定
に
よ
り
受

信
し
、
又
は
送
達
さ
れ
た
」
に
、「
電
子
計
算
機
の
入
出
力
装
置
で
受
信
し
た
文
書
情
報
」
を
「
電
磁
的
記
録
で
受
信
し
、

又
は
送
達
さ
れ
た
文
書
情
報
（
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
情
報
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
第
二
号
中
「
電
子
計
算
機
の
入
出
力
装
置
で
受
信
し
た
文
書
情
報
」
を
「
電
磁
的
記
録
で
受
信
し
、
又
は

送
達
さ
れ
た
文
書
情
報
（
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
情
報
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

一
の
文
書
を
書
面
及
び
電
磁
的
記
録
の
双
方
で
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
総
合
文
書
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
回
議
し
た
と
き
は
、
同
電
磁
的
記
録
を
正
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


